
 1 

南部広域行政組合広報誌 2015.6

広域広報 第24号

発行者　南部広域行政組合

平成 27 年６月発行
八重瀬町字東風平９６５番地　　TEL（０９８）９９８－８３９０
南部総合福祉センター（２階）　 FAX（０９８）９９８－９４２０

広域広報

● 総務・議会・教育委員会・視聴覚ライブラリー……………………………２～５ｐ

● 島尻教育研究所………………………………………………………………………６ｐ

● 適応指導教室（しののめ教室）……………………………………………………７ｐ

● 一般廃棄物処理施設建設準備室・サザンクリーンセンター推進協議会………８ｐ

第42期島尻教育研究所教育研究員が入所＝関連記事…６p

平成26年度第３回理事会を開催＝関連記事…２p

平成27年第１回教育委員会を開催＝関連記事…２p

平成27年第１回議会を開催＝関連記事…２p



【
幹
事
会
】 

第
２
回
幹
事
会 

（
１
月

日
）

〇
協
議
第
３
号

平
成

年
第

１
回
南
部
広
域
行
政
組
合
議

会
（
定
例
会
）
の
議
案
に
つ

い
て

☆
原
案
承
認

【
理
事
会
】 

第
３
回
理
事
会 

（
２
月

日
）

〇
協
議
第
７
号

平
成

年
第

１
回
南
部
広
域
行
政
組
合
議

会
（
定
例
会
）
提
出
議
案
に

つ
い
て

☆
原
案
承
認

〇
協
議
第
８
号

南
部
広
域
行
政

組
合
長
期
継
続
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を

定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
制

定
に
つ
い
て

☆
原
案
可
決

【
議
会
】 

第
１
回
議
会
（定
例
会
） 

（
２
月

日
）

○
議
案
第
１
号

専
決
処
分
の
承

認
に
つ
い
て

☆
原
案
承
認

〇
議
案
第
２
号

平
成

年
度

南
部
広
域
行
政
組
合
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
３
号

平
成

年
度

南
部
広
域
行
政
組
合
公
共
用

地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
４
号

平
成

年
度

南
部
広
域
行
政
組
合
事
業
計

画
及
び
一
般
会
計
予
算

☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
５
号

平
成

年
度

南
部
広
域
行
政
組
合
公
共
用

地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計

予
算

☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
６
号

南
部
広
域
行
政

組
合
長
期
継
続
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
７
号

南
部
広
域
行
政

組
合
財
産
の
交
換
、
譲
与
、

無
償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
８
号

南
部
広
域
行
政

組
合
環
境
整
備
等
資
金
積
立

基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
９
号

南
部
広
域
行
政

組
合
の
理
事
等
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

☆
原
案
可
決

〇
議
案
第

号

南
部
広
域
行

政
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て☆
原
案
可
決

〇
同
意
第
１
号

教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て

☆
中
村
光
男
氏
（
座
間
味
村
教

育
長
）
を
任
命
同
意

【
教
育
委
員
会
】 

第
１
回
教
育
委
員
会
（定
例
会
） 

（
２
月
４
日
）

〇
報
告
第
１
号

平
成

年
度

島
尻
教
育
研
究
所
後
期
事
業

報
告

〇
報
告
第
２
号

島
尻
教
育
研
究

所
創
立

周
年
記
念
講
演
会

・
式
典
・
祝
賀
会
に
つ
い
て

○
議
案
第
１
号

平
成

年
度

南
部
広
域
行
政
組
合
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て

☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
２
号

平
成

年
度

南
部
広
域
行
政
組
合
事
業
計

画
に
つ
い
て

☆
原
案
可
決

○
議
案
第
３
号

平
成

年
度

南
部
広
域
行
政
組
合
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

☆
原
案
可
決

○
議
案
第
４
号

南
部
広
域
行
政

組
合
の
理
事
等
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
５
号

南
部
広
域
行
政

組
合
教
育
委
員
会
会
議
規
則

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
６
号

南
部
広
域
行
政

組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
組

織
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い

て☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
７
号

南
部
広
域
行
政

組
合
教
育
委
員
会
の
権
限
に

属
す
る
事
務
の
一
部
委
任
等

に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
８
号

南
部
広
域
行
政

組
合
教
育
委
員
会
教
育
長
職

務
代
行
者
の
指
定
に
関
す
る

規
則
の
廃
止
に
つ
い
て

☆
原
案
可
決

〇
議
案
第
９
号

南
部
広
域
行
政

組
合
教
育
委
員
会
公
印
規
程

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

☆
原
案
可
決

〇
議
案
第

号

南
部
広
域
行

政
組
合
島
尻
教
育
研
究
所
所

長
の
辞
職
に
つ
い
て

☆
原
案
可
決

（
追
加
日
程
）

〇
議
案
第

号

南
部
広
域
行

政
組
合
島
尻
教
育
研
究
所
所

長
の
任
命
に
つ
い
て

☆
上
原
雅
志
氏
を
任
命
（
平
成

年
４
月
１
日
か
ら
）

第
２
回
教
育
委
員
会
（臨
時
会
） 

（
２
月

日
）

○
議
案
第

号

南
部
広
域
行

政
組
合
島
尻
教
育
研
究
所
の

所
長
の
勤
務
条
件
等
に
関
す

る
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い

て☆
原
案
可
決

○
議
案
第

号

平
成

年
度

島
尻
教
育
研
究
所
指
導
主
事

の
人
事
に
係
る
内
申
に
つ
い

て☆
内
申
の
と
お
り
承
認

第
３
回
教
育
委
員
会
（
臨
時
会
） 

（
４
月

日
）

○
選
挙
第
１
号

南
部
広
域
行
政

組
合
教
育
委
員
会
委
員
長
の

選
挙
に
つ
い
て

☆
金
城
隆
雄
氏
（
八
重
瀬
町

教
育
長
）
が
当
選

○
指
定
第
１
号

南
部
広
域
行
政

組
合
教
育
委
員
会
委
員
長
職

務
代
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

☆
中
村
光
男
氏
（
座
間
味
村

教
育
長
）
を
指
定

【
人
事
】

会
計
管
理
者

４
月
よ
り
玉
城
仁
（
与
那
原

町
会
計
管
理
者
）
が
当
組
合

の
会
計
管
理
者
を
併
任

会
議
結
果
報
告

玉城 仁

 2 

会
議
結
果
報
告

幹
事
会

理
事
会

教
育
委
員
会

議
　 

会

人
　
事

玉城　仁
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視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
お
け

る
資
料
は
、
組
合
を
構
成
す
る
市

町
村
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
中

学
校
、
社
会
教
育
団
体
及
び
教
育

文
化
団
体
、
そ
の
他
館
長
が
適
当

だ
と
認
め
た
も
の
に
対
し
て
無
料

で
機
材
教
材
の
貸
出
を
行
い
ま
す
。 

                         

 

 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
が
保
有
し
て
い
る
教
材
の

検
索
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
、
オ

ス
ス
メ
教
材
も
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。 

                          
 

  

                                   

                                   

                                   

 

 

 

 

管内市町村の保育園・幼稚園・

小中学校、各種団体への搬送・

回収を週３回（月水金）行って

います。前日までに電話にて予

約してください。 

※離島は『とまりん』にて船積

みします。 

 

 

 

○開館時間：９時～１６時まで 

○休 館 日：土・日・祝祭日

貸出対象市町村（１２市町村） 

糸
満
市 

豊
見
城
市 

南
城
市 

南
風
原
町 

与
那
原
町 

八
重
瀬
町 

渡
嘉
敷
村 

座
間
味
村 

粟
国
村 

渡
名
喜
村 

南
大
東
村 

北
大
東
村 

www.nanbukouiki-okinawa.jp/avl

平成 27年度南部広域行政組合一般会計予算 
（歳入）    （歳出）   単位:千円

款 項 予算額 前年度比較 款 項 予算額 前年度比較

1.分担金及び
負担金 

 510,082 345,238 1.議会費 816 0

1.負担金 510,082 345,238 1.議会費 816 0
2.国庫支出金  236,200 176,379 2.総務費  32,242 381

1.国庫補助金 236,200 176,379 1.総務管理費 32,132 381
3.県支出金  1 0 2.監査委員費 110 0

1.委託金 1 0 3.衛生費  735,290 591,704
4.財産収入  38 △7 1.ごみ処理事業費 30,945 979

1.財産運用収入 38 △7 2.最終処分場費 704,345 590,725
5.繰入金  1,700 △1,464 4.教育費   49,927 △1,687

1.基金繰入金 1,700 △1,464 1.教育総務費 1,922 △17
6.繰越金  6 0 2.教育研究所費 41,648 △1,128

1.繰越金 6 0 3.視聴覚教育費 6,357 △542
7.諸収入  6 0 5.公債費   803 743

1.預金利子 5 0 1.利子 803 743
2.雑入 1 0 6.予備費   9,055 2,005

8.組合債  80,100 73,000 1.予備費 9,055 2,005
1.組合債 80,100 73,000   

歳入合計 828,133 593,146 歳出合計 828,133  593,146

 

平成 27年度南部広域行政組合公共用地先行取得事業特別会計予算 
（歳入）    （歳出）   単位:千円

款 項 予算額 前年度比較 款 項 予算額 前年度比較

1.繰入金  1,156 △44 1.公債費 1,157 △44

1.他会計繰入金 1,156 △44 1.公債費 1,157 △44
2.繰越金  1 0

 
  

1.繰越金 1 0   

歳入合計 1,157 △44 歳出合計 1,157 △44
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視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

機
材
教
材
の
貸
出
に
つ
い
て

機材教材の搬送・回収
やってます

教
材
検
索
が
で
き
ま
す

　

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
お

け
る
資
料
は
、
組
合
を
構
成
す

る
市
町
村
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
中
学
校
、
社
会
教
育
団
体
及

び
教
育
文
化
団
体
、
そ
の
他
館

長
が
適
当
だ
と
認
め
た
も
の
に

対
し
て
無
料
で
機
材
教
材
の
貸

出
を
行
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
が
保
有
し
て
い
る
教

材
の
検
索
が
で
き
ま
す
。
そ
の

他
、
オ
ス
ス
メ
教
材
も
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
下

さ
い
。

貸出対象市町村（12市町村）

糸
満
市

豊
見
城
市

南
城
市

南
風
原
町

与
那
原
町

八
重
瀬
町

渡
嘉
敷
村

座
間
味
村

粟
国
村

渡
名
喜
村

南
大
東
村

北
大
東
村

○開館時間：９時～ 16 時まで

○休 館 日：土・日・祝祭日

www.nanbukouiki-okinawa.jp/avl

　管内市町村の保育園・幼稚園・

小中学校、各種団体への搬送・

回収を週３回（月水金）行って

います。前日までに電話にて予

約してください。

※離島は『とまりん』にて船積

　みします。
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組合職員の給与をお知らせします 
 

１特別職 （千円）

区分 
職員数 

（人） 

給与費 

共済費 合計 備考 
報酬 給料 

期末手当 
年間支給率

地域
手当

寒冷地
手当

その他
の手当

計 

本
年
度 

長 等 13 300 300 300 理事 

議 員 13 290 290 290 議員 

その他の

特別職 
25 7,562 7,562 7,562 

研究所長・技術業

務嘱託員含む 

計 51 8,152 8,152 8,152  

前
年
度 

長 等 13 300 300 300 理事 

議 員 13 290 290 290 議員 

その他の

特別職 
22 1,682 1,682 1,682 研究所長含む 

計 48 2,272 2,272 2,272  

比
較 

長 等 0 0 0 0  

議 員 0 0 0 0  

その他の

特別職 
3 5,880  5,880 5,880  

計 3 5,880  5,880 5,880  

２ 一般職 

（１）総括 （千円）

区分 職員数 

（人） 

給与費 
共済費 合計 

報 酬 給 料 職員手当 計 

本 年 度 10  43,333 27,493 70,826 17,758 88,584
前 年 度 10  42,717 26,518 69,235 16,741 85,976
比 較 0  616 975 1,591 1,017 2,608

 （千円）

職員手当
の 内 訳 

区分 扶養手当通勤手当 住居手当 期末手当
管理職 
手当 

時間外
勤務手当

義務教育
職員 

特別手当
児童手当 

総 合 
事務組合
負担金 

合計 

本 年 度 1,824 673 612 16,577 2,637 283 172 240 4,475 27,493

前 年 度 1,746 599 612 15,702 2,635 278 168 380 4,398 26,518

比 較 78 74 0 875 2 5 4 △140 77 975

 

（２）給料及び職員手当の増減額の明細 （千円）

区分 増減額 増減事由別内訳 説明 

給 料 616 
給与改定に伴う増減分 23
昇給に伴う増加分 538
その他の増減分 55 人事異動  55  

職 員 手 当 975 

制度改正に伴う増減分 660
通勤    13  

期末   647  

その他の増減分 315

扶養    78 通勤    61 

期末   228 管理職     2 時間外  5

教育特別     4 児童 △140 事務組合 77

（３）給料及び職員手当の状況    

ア 職員一人当たりの給与 

区分 一般行政職 教育職 

平成27年4月1日現在 

平均給料月額（円） 343,647 430,650
平均給与月額（円） 385,559 509,450

平均年齢（歳） 45.4 51.6

平成26年4月1日現在 

平均給料月額（円） 338,686 425,700
平均給与月額（円） 380,314 499,600

平均年齢（歳） 44.4 49.8

イ 級別職員数  

区分 
一般行政職 教育職 

級 職員数（人） 構成比（％） 級 職員数（人） 構成比（％）

平成27年4月1日現在 

１級 １級  

２級 １ 12.5 ２級  

３級 ４ 50.0 ３級 ２ 100.0
４級 ４級  

５級   

６級 ２ 25.0   

７級 １ 12.5   

計 ８ 100.0 計 ２ 100.0
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組合職員の給与をお知らせします
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平成26年4月1日現在 

級 職員数 構成比 級 職員数 構成比 

１級   １級   

２級 １ 12.5 ２級  

３級 ４ 50.0 ３級 ２ 100.0
４級 ４級  
５級   
６級 ２ 25.0   
７級 １ 12.5   
計 ８ 100.0 計 ２ 100.0

（級別の標準的な職務内容）
   

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 

行政職

定型的な業務を

行う主事の職務

１ 主任の職務 

２ 特に高度の知識

又は経験を必要とす

る業務を行う主事の

職務 

１ 係長又は主査

の職務 

２ 困難な業務を

処理する主任の職

務 

１ 課長補佐又は

主幹の職務 

２ 困難な業務を

所掌する係長又は

主査の職務 

課長又は室長

の職務 

困難な業務を

所掌する課長

又は室長の職

務 

事務局長、教

育次長の職務

教育職

１級 ２級 特２級 ３級 ４級 

※教育職の級別標準職務表
は、沖縄県の規定による。

中学校又は小学

校の講師、助教

諭又は養護助教

諭の職務

１．中学校又は小学

校の教諭、養護教諭

又は栄養教諭の職務 

２．困難な業務を行

う中学校又は小学校

の講師、助教諭又は

養護助教諭の職務 

中学校又は小学校

の主幹教諭の職務

中学校又は小学校

の副校長又は教頭

の職務 

中学校又は小

学校の校長の

職務 

ウ 昇給 

区分 合計 
代表的な職種 

一般行政職 教育職 

本
年
度 

職 員 数 （A）（人） 10 8 2 
昇 給 に 係 る 職 員 数 （B）（人） 10 8 2 

号給数別内訳 

２ 号 給 （人） 1 1  
３ 号 給 （人） 3 1 2 
４ 号 給 （人） 6 6  
号 給 （人）    
号 給 （人）    

比率（B）/（A） （％） 100.0％ 100.0％ 100.0％ 

前
年
度 

職 員 数 （A）（人） 10 8 2 
昇 給 に 係 る 職 員 数 （B）（人） 10 8 2 

号給数別内訳 

２ 号 給 （人） 1 1  
３ 号 給 （人） 3 1 2 
４ 号 給 （人） 6 6  
号 給 （人）    
号 給 （人）    

比率（B）/（A） （％） 100.0％ 100.0％ 100.0％ 

エ 期末手当・勤勉手当 

区分 
支給期別支給率（月分） 支給率 

（月分） 

職制上の段階、職務の等級

による加算措置 
備考 

６月 １２月 

本年度 1.975（0.75） 2.125（0.75） 4.10（1.50） 有 

（ ）はうち勤勉手当 前年度 1.90（0.675） 2.20（0.825） 4.10（1.50） 有 

国の制度 1.975（0.75） 2.125（0.75） 4.10（1.50） 有 

オ その他の手当 

区分 国の制度との異同 差異の内容 

扶養手当 同  

住居手当 同 

通勤手当 同  

カ 定年退職及び勧奨退職に係る退職手当 

区分 
20 年勤続の者

(月分) 

25 年勤続の者

(月分) 

35 年勤続の者

(月分) 
最高限度 

その他の 

加算措置 

退職時 

特別昇給 
備考 

支給率等 30.55 41.34 59.28 59.28

定年前早期退

職特別加算措

置（2～20％加

算） 

  

国の制度 

（支給率等） 
28.7875 38.955 55.86 55.86

定年前早期退

職特別加算措

置（2～20％加

算） 
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「
研
修
事
業
」
「
調
査
・
研
究

事
業
」
「
教
育
相
談
事
業
」
「
情

報
・
広
報
事
業
」
「
学
校
へ
の
研

修
支
援
」
等
の
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。 

   

【
長
期
研
修
】 

 

幼
稚
園
・
小
中
学
校
教
諭
に
よ

る
六
ヶ
月
間
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
前
期
は
、
５
名
の

教
育
研
究
員
が
入
所
し
ま
し
た
。 

                   

            
【
短
期
研
修
】 

今
年
度
の
主
な
短
期
研
修
、 

◇
幼
稚
園
臨
任
教
諭
研
修
会 

（
５
月
13
日
、
６
月
26
日
、

９
月
９
日
） 

◇
幼
小
中
研
究
主
任
研
修
会 

（
５
月
27
日
、
９
月
２
日
） 

◇
幼
稚
園
教
諭
経
年
者
研
修 

（
６
月
12
日
、
11
月
27
日
） 

◇
幼
稚
園
教
頭
（
主
任
）
研
修
会 

（
７
月
１
日
、
11
月
19
日
） 

◇
園
内
・
校
内
研
修
支
援
研
修
会 

（
７
月
27
日
、
28
日
） 

◇
幼
稚
園
教
諭
研
修
会 

（
８
月
11
日
） 

◇
へ
き
地
幼
稚
園
・
学
校
の
研
究

活
動
の
支
援
講
座 

（
渡
嘉
敷
村
、
粟
国
村
予
定
） 

  

 

◇
生
活
実
態
調
査 

 

「
児
童
の
生
活
調
査
」
等
の
調

査 

◇
「
生
活
リ
ズ
ム
研
究
協
力
幼
稚

園
」
を
指
定
し
、
促
進
し
ま
す
。 

◇
学
力
向
上
の
推
進
に
係
る
県
外

視
察 

  

 

心
因
性
の
不
登
校
児
童
生
徒

を
対
象
に
「
し
の
の
め
教
室
」
を

開
室
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
次

頁
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

   

◇
教
育
用
図
書
検
索
シ
ス
テ
ム
の

活
用
促
進 

◇
教
育
関
係
図
書
の
貸
し
出
し
等 

◇
教
育
研
究
所
だ
よ
り
「
東
雲
」

の
HP
掲
載 

   

◇
教
育
講
演
会
の
開
催 

（
10
月
20
日
） 

◇
教
育
研
究
団
体
等
の
支
援 

 

「
島
尻
地
区
教
育
研
究
団
体
連

絡
協
議
会
（
島
教
連
）
総

会
・
講
演
会
」 

（
６
月
10
日
） 

◇
島
教
連
連
携
講
座 

 

（
８
月
３
日
～
７
日
） 

◇
会
議
室
、
図
書
室
の
活
用 

 

推
進
等 

島
尻
教
育
研
究
所
所
長 

    

こ
の
度
、
南
部
広
域
行
政
組
合
島

尻
教
育
研
究
所
長
に
就
任
し
ま
し
た

上
原
雅
志
で
す
。
島
尻
教
育
の
充
実

の
た
め
に
、
教
育
研
究
の
使
命
を
果

た
す
べ
く
努
力
し
て
参
り
ま
す
。 

 

当
研
究
所
は
南
部
の
市
町
村
が
力

を
合
わ
せ
て
設
立
し
た
研
究
機
関
で
、

20
周
年
を
終
え
、
こ
れ
ま
で
２
５
５

名
の
研
修
員
を
輩
出
す
る
と
と
も
に
、

小
中
学
校
及
び
幼
稚
園
教
育
研
修
、

並
び
に
適
応
教
室
「
し
の
の
め
教
室
」

の
充
実
に
努
め
、
あ
る
一
定
の
実
績

を
上
げ
て
い
ま
す
。 

 

教
育
の
目
的
は
時
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
確
か
な
学
力
を
育
み
、
明

る
く
元
気
に
希
望
を
持
っ
て
学
校
生

活
を
送
り
、
社
会
の
形
成
者
と
し
て

成
長
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
第
一
義
が
授
業

づ
く
り
で
あ
り
、
そ
れ
を
担
う
教
職

員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
大

事
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
と
、

当
研
究
所
の
使
命
の
大
き
さ
を
痛
感

し
、
就
任
に
当
た
り
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
ま
す
。 

 

当
研
究
所
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
を

踏
ま
え
、
教
育
に
関
す
る
調
査
、
研

究
及
び
教
育
関
係
職
員
の
研
修
、
適

応
指
導
教
室
「
し
の
の
め
教
室
」
の

充
実
、
教
育
研
究
団
体
へ
の
情
報
発

信
等
に
一
層
努
め
て
参
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
関
係
者
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

幼
児
教
育
担
当
指
導
主
事 

    

本
年
度
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
等
に
基
づ
く
新
た
な
制
度
に
よ
り
、

質
の
高
い
幼
児
教
育
・
保
育
の
総
合

的
な
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
等
の
各
種

研
修
会
の
実
施
を
と
お
し
て
幼
児
教

育
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。 

一
所
懸
命
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

し
の
の
め
教
室
担
当
教
諭 

    

学
校
や
保
護
者
と
連
携
を
密
に
し
、

児
童
生
徒
の
学
校
復
帰
、
社
会
自
立

へ
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
習
活
動
だ

け
で
な
く
、
他
の
適
応
指
導
教
室
の

児
童
生
徒
と
ス
ポ
ー
ツ
交
流
や
屋
外

で
の
体
験
学
習
等
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。 

      

研究員名 研究教科等 所属校 

金城さくら 幼稚園教育 糸満市立糸満南幼稚園 

大城 厚 小学校算数 糸満市立真壁小学校 

長門 照乃 小学校道徳 糸満市立潮平小学校 

具志堅智美 小学校体育 南城市立大里南小学校 

古屋 誠一 中学校数学 南風原町立南星中学校 

島
尻
教
育
研
究
所 

研
修
事
業 

△前期入所式の様子△ 

調
査
・
研
究
事
業 

教
育
相
談
事
業 

情
報
・
広
報
事
業 

学
校
へ
の
研
究
支
援 

第 42期教育研究員 

上原雅志

大城美恵子伊波ますみ
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島
尻
教
育
研
究
所

調
査
・
研
究
事
業

研
修
事
業

教
育
相
談
事
業

情
報
・
広
報
事
業

学
校
へ
の
研
究
支
援

第 42 期教育研究員

　

こ
の
度
、
南
部

広
域
行
政
組
合
島

尻
教
育
研
究
所
長

に
就
任
し
ま
し
た

上
原
雅
志
で
す
。

島
尻
教
育
の
充
実

の
た
め
に
、
教
育
研
究
の
使
命
を
果

た
す
べ
く
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

当
研
究
所
は
南
部
の
市
町
村
が

力
を
合
わ
せ
て
設
立
し
た
研
究
機

関
で
、
20
周
年
を
終
え
、
こ
れ
ま
で

２
５
５
名
の
研
修
員
を
輩
出
す
る
と

と
も
に
、
小
中
学
校
及
び
幼
稚
園

教
育
研
修
、
並
び
に
適
応
教
室
「
し

の
の
め
教
室
」の
充
実
に
努
め
、
あ

る
一
定
の
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

教
育
の
目
的
は
時
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
確
か
な
学
力
を
育
み
、

明
る
く
元
気
に
希
望
を
持
っ
て
学
校

生
活
を
送
り
、
社
会
の
形
成
者
と
し

て
成
長
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
。
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
第
一
義
が

授
業
づ
く
り
で
あ
り
、
そ
れ
を
担
う

教
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す

と
、
当
研
究
所
の
使
命
の
大
き
さ
を

痛
感
し
、
就
任
に
当
た
り
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

当
研
究
所
の
こ
れ
ま
で
の
実
績

を
踏
ま
え
、
教
育
に
関
す
る
調
査
、

研
究
及
び
教
育
関
係
職
員
の
研
修
、

適
応
指
導
教
室
「
し
の
の
め
教
室
」

の
充
実
、
教
育
研
究
団
体
へ
の
情
報

発
信
等
に
一
層
努
め
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
関
係
者
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
度
は
子

ど
も
・
子
育
て
支

援
法
等
に
基
づ
く

新
た
な
制
度
に
よ

り
、
質
の
高
い
幼

児
教
育
・
保
育
の
総
合
的
な
提
供
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
等
の
各
種

研
修
会
の
実
施
を
と
お
し
て
幼
児
教

育
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

一
生
懸
命
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
や
保
護
者

と
連
携
を
密
に
し
、

児
童
生
徒
の
学
校

復
帰
、
社
会
自
立
へ

向
け
て
サ
ポ
ー
ト

で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
習
活
動
だ
け
で
な
く
、
他
の
適
応

指
導
教
室
の
児
童
生
徒
と
ス
ポ
ー
ツ

交
流
や
屋
外
で
の
体
験
学
習
等
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

島
尻
教
育
研
究
所   

所
長

幼
児
教
育
担
当
指
導
主
事

し
の
の
め
教
室
担
当
教
諭

上
原
　
雅
志

大
城
美
恵
子

伊
波
ま
す
み
　

△前期入所式のようす△



【
開
室
の
目
的
】

本
教
室
は
、
心
に
何
ら
か
の

不
安
や
悩
み
を
抱
え
た
、
不
登

校
の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
ま

す
。
集
団
生
活
へ
の
適
応
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
、
情
緒
の
安
定

を
は
か
り
、
学
習
の
補
充
、
基

本
的
生
活
習
慣
の
改
善
の
た
め

の
相
談
・
個
別
指
導
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
学
校
復
帰
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

【
対
象
】

島
尻
地
区
内
小
中
学
校
（
糸

満
市
・
豊
見
城
市
を
除
く
）
に

在
籍
し
、
「
し
の
の
め
教
室
」

に
お
け
る
指
導
が
望
ま
し
い
と

判
定
さ
れ
た
児
童
生
徒
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
入
室
の
手
順
】

①
相
談

通
学
し
て
い
る
学
校
に
て
、

担
任
や
教
育
相
談
担
当
者
と
一

緒
に
相
談
を
し
ま
す
。 

②
体
験
入
室

教
室
で
の
学
習
活
動
を
体
験

し
ま
す
。(

二
～
四
週
間
程
度) 

③
正
式
入
室

体
験
入
室
の
状
況
を
踏
ま
え

判
断
し
ま
す
。 

④
学
校
復
帰
へ
の
取
組

様
々
な
学
習
活
動
や
体
験
活

動
を
基
に
、
教
育
相
談
や
学
校

へ
の
一
時
登
校
な
ど
を
行
い
、

学
校
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
ま
す
。 

【
教
室
の
主
な
活
動
】

し
の
の
め
教
室
で
は
、
学
校

や
教
育
委
員
会
等
と
連
携
し
な

が
ら
次
の
４
つ
を
柱
と
し
て
、

児
童
生
徒
の
学
校
復
帰
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

☆
体
験
活
動

宿
泊
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
交

流
、
農
業
体
験
等
多
様
な
体
験

活
動
を
行
い
ま
す
。
人
と
の
ふ

れ
あ
い
や
交
流
等
か
ら
社
会
性

を
身
に
つ
け
、
集
団
生
活
へ
の

適
応
力
を
育
て
て
い
き
ま
す
。 

☆
学
習
活
動

個
に
応
じ
た
学
習
活
動
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。
学
習
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
活
用
し
な
が

ら
、
基
礎
的
学
習
内
容
の
定
着

を
図
り
ま
す
。
ま
た
自
信
を
つ

け
さ
せ
る
こ
と
で
自
己
肯
定
感

を
高
め
、
学
習
の
遅
れ
に
対
す

る
不
安
や
悩
み
の
解
消
を
目
指

し
ま
す
。 

☆
教
育
相
談

本
人
、
家
族
（
保
護
者
）
の

持
つ
課
題
解
決
に
向
け
て
、
支

援
し
て
い
き
ま
す
。 

☆
基
本
的
生
活
習
慣

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
時
間

の
け
じ
め
を
つ
け
た
り
、
あ
い

さ
つ
、
清
掃
な
ど
基
本
的
生
活

習
慣
の
定
着
を
図
り
、
社
会
適

応
能
力
を
育
て
て
い
き
ま
す
。 

            
【
教
育
相
談
活
動
の
充
実
】

今
年
度
は
、
琉
球
大
学
の
学

生
さ
ん
が
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
し
の
の
め
教
室

に
来
て
れ
く
ま
す
。
個
に
応
じ

た
学
習
指
導
、
基
礎
的
学
習
内

容
の
定
着
を
図
り
、
苦
手
な
教

科
の
克
服
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
学

習
活
動
だ
け
で
な
く
、
一
緒
に

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
共
に
し
て
く
れ
る
予
定

で
す
。
年
が
近
い
お
兄
さ
ん
お

姉
さ
ん
と
の
交
流
を
通
し
て
社

会
性
や
集
団
生
活
へ
の
適
応
力

を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

し
の
の
め
教
室
担
当
教
諭
の
紹
介

補
助
教
諭
の
紹
介

何
で
も
気
兼
ね
な
く
話
せ
る

雰
囲
気
作
り
を
心
が
け
て
児
童

生
徒
と
関
わ
っ
て
い
き
、
教
室

で
学
ん
だ
こ
と
や
、
体
験
し
た

こ
と
が
自
信
と
な
っ
て
学
校
復

帰
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

時 間 内 容

８：１５～ ９：００

９：００～ ９：３０

９：３０～１０：２０

１０：３０～１１：２０

１１：３０～１２：００

１２：００～１３：００

１３：００～１３：５０

１４：００～１４：５０

１５：００～１５：３０

１５：３０～

登室・朝の活動

朝の会・健康観察・日誌記入

活動①

活動②

グループタイム・リラックスタイム

昼食・休憩

活動③

活動④

清掃・帰りの会・日誌記入

帰宅

△生徒の作品△

し
の
の
め
教
室

清掃、挨拶

学習活動

教育相談

体験活動

学校復帰

狩俣まゆみ

南部広域行政組合島尻教育研究所
適応指導教室「しののめ教室」

：（０９８）９９８－９５６１
：（０９８）９９８－９４２０
：

担当：伊波ますみ（特別研修員）
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し
の
の
め
教
室

▷ 生徒の作品 ▷

①
相
談

　
通
学
し
て
い
る
学
校
に
て
︑

担
任
や
教
育
相
談
担
当
者
と
一

緒
に
相
談
を
し
ま
す
︒

②
体
験
入
室

　
教
室
で
の
学
習
活
動
を
体
験

し
ま
す
︒︵
二
～
四
週
間
程
度
︶

③
正
式
入
室

　
体
験
入
室
の
状
況
を
踏
ま
え

判
断
し
ま
す
︒

④
学
校
復
帰
へ
の
取
組

　
様
々
な
学
習
活
動
や
体
験
活

動
を
基
に
︑
教
育
相
談
や
学
校

へ
の
一
時
登
校
な
ど
を
行
い
︑

学
校
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
ま
す
︒

し
の
の
め
教
室
担
当
教
諭

　
　
　  

補
助
教
諭
の
紹
介

　

何
で
も
気

兼
ね
な
く
話

せ
る
雰
囲
気

作
り
を
心
が

け
て
児
童
生

徒
と
関
わ
っ

て
い
き
、
教
室
で
学
ん
だ
こ
と

や
、
体
験
し
た
こ
と
が
自
信
と

な
っ
て
学
校
復
帰
が
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

狩俣まゆみ

開
室
の
目
的

入
室
の
手
順

教
室
の
主
な
活
動

対
　
象

教
育
相
談
活
動
の
充
実

清掃、挨拶

体験活動

体験活動学習活動

学校復帰

教育相談
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【
サ
ザ
ン
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
推

進
協
議
会
】 

 

■
平
成

26
年
度
事
業
報
告 

 

①
ご
み
焼
却
施
設
解
体
工
事
設
計 

 

完
了 

平
成
27
年
２
月
27
日 

  

最
終
処
分
場
建
設
予
定
地
内
に

あ
る
既
存
の
ご
み
焼
却
施
設
を
解

体
す
る
た
め
の
設
計
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
の
設
計
を
基
に
ご
み
焼

却
施
設
の
解
体
工
事
を
実
施
し
ま

す
。
解
体
工
事
は
今
年
度
６
月
頃

に
着
工
し
、
翌
年
３
月
に
完
了
す

る
予
定
で
す
。 

                  

②
土
壌
汚
染
状
況
調
査 

 

完
了 

平
成
27
年
２
月
27
日 

  

島
尻
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
敷
地

内
、
最
終
処
分
場
予
定
地
内
の
表

層
部
及
び
深
層
部
で
実
施
し
た
土

壌
汚
染
調
査
の
結
果
、
深
層
部
調

査
地
点
に
お
い
て
土
壌
溶
出
量
調

査
項
目
の
一
部
の
物
質
が
基
準
値

を
超
過
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
そ

の
汚
染
等
（
自
然
由
来
も
含
む
）

の
原
因
、
範
囲
の
確
認
を
行
い
ま

す
。 

              

③
測
量
・
地
質
調
査 

完
了 

平
成
27
年
２
月
27
日 

  

測
量
に
お
い
て
は
、
平
成
25

年
度
に
行
っ
た
用
地
測
量
の
追
加 

と
し
て
平
板
・
縦
断
・
横
断
測
量

を
行
い
ま
し
た
。 

 

 

地
質
調
査
に
お
い
て
は
、
最
終

処
分
場
予
定
地
内
で
ボ
ー
リ
ン
グ

を
８
本
実
施
し
、
そ
の
結
果
確
認

さ
れ
た
地
層
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
表
土
（
礫
混
じ
り
粘
土
） 

・
埋
土
（
礫
混
じ
り
粘
土
） 

・
琉
球
石
灰
岩 

・
島
尻
層
泥
岩
（
新
里
層
泥
岩
） 

  

地
下
水
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
琉
球
石
灰
岩
は
既
存
の
美
化
セ

ン
タ
ー
北
東
側
尾
根
の
一
部
に
薄

く
、
南
東
及
び
南
側
で
10
ｍ
以

上
の
層
厚
で
分
布
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
が
、
一
部
を
除
き
大
部
分
は

採
掘
さ
れ
島
尻
層
起
源
粘
土
主
体

で
埋
土
さ
れ
、
埋
土
層
の
下
位
に

薄
く
残
っ
て
い
ま
す
。
新
里
層
泥

岩
の
分
布
深
度
は
、
最
終
処
分
場

予
定
地
北
東
側
が
最
も
高
く
、
南

西
側
で
大
き
く
傾
斜
し
て
い
ま
す
。 

 
最
終
処
分
場
建
設
予
定
地
の
地

下
水
は
、
帯
水
層
で
あ
る
石
灰
岩

が
残
っ
て
い
る
敷
地
南
側
の
一
部

で
確
認
さ
れ
、
南
～
南
西
方
向
に

流
下
し
て
い
ま
す
。
処
分
場
予
定

地
が
地
下
水
域
の
東
端
で
あ
り
、

建
設
に
よ
り
地
下
水
の
流
向
を
遮

断
し
周
辺
に
影
響
が
出
る
可
能
性

は
低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
鉛
直
磁
気
探
査
を
８
箇

所
で
行
い
、
危
険
物
と
思
わ
れ
る

磁
気
反
応
は
検
知
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

④
生
活
環
境
影
響
調
査 

  

平
成
26
年
度
か
ら
継
続
し
て

調
査
し
て
お
り
、
今
年
度
８
月
に

調
査
を
終
え
９
月
頃
か
ら
公
告
、

縦
覧
を
行
い
ま
す
。 

 

■
平
成

27
年
度
事
業 

平
成
27
年
度
は
最
終
処
分
場
の

主
要
施
設
・
関
連
施
設
の
規
模
、

形
状
、
寸
法
、
構
造
等
を
定
め
る

た
め
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
設
計
が
完
了
し
た
後
に

最
終
処
分
場
敷
地
造
成
工
事
及
び

浸
出
水
処
理
施
設
設
備
工
事
を
行

い
ま
す
。 

                  

      

防
衛
省
に
て
、
河
川･

ダ
ム
等
土
木
関

係
の
補
助
金
業
務
に
30
年
従
事
し
、
５

年
前
に
定
年
退
職
後
２
年
間
の
再
任
用
を

得
て
公
務
員
生
活
を
終
了
し
ま
し
た
。
南

部
広
域
行
政
組
合
か
ら
最
終
処
分
場
建
設

に
伴
い
土
木
技
術
者
が
必
要
で
あ
る
と
の

話
し
が
あ
り
、
３
年
も
土
木
業
務
か
ら
離

れ
て
い
る
た
め
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
承

諾
し
ま
し
た
。
起
伏
が
激
し
い
現
地
に
戸

惑
い
も
あ
り
ま
す
が
、
や
り
が
い
も
あ
り

ま
す
。
今
後
、
関
係
者
の
皆
様
の
意
見
等

も
聞
き
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

      

長
年
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
た
最
終
処

分
場
が
平
成
27
年
度
か
ら
建
設
す
る
運

び
に
な
り
ま
し
た
。
人
類
が
社
会
生
活
を

営
む
為
に
は
ご
み
処
理
の
建
設
は
避
け
て

は
通
れ
な
い
大
き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

建
設
場
所
の
決
定
に
は
地
域
住
民
の
ご
理

解
の
お
蔭
で
あ
り
、
地
域
振
興
等
を
含
め

て
皆
様
方
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

建築技術業務

嘱託員 

仲宗根正昭

土木技術業務

嘱託員 

識名 和夫 

     平成 27年度工事

     平成 28年度以降

島尻環境美化センター構内図 

ストックヤード

管理棟 

 

基準値を超過した項目 

項目 結果 基準値 

砒素及びその化合物 
0.011 

mg/L 

0.01 

mg/L 

※セレン及びその化

合物 

0.01 

mg/L 

0.01 

mg/L 

※セレン及びその化合物は基準値と同値 
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■
サ
ザ
ン
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

推
進
協
議
会

①
ご
み
焼
却
施
設
解
体
工
事
設
計

　 

完
了 

平
成
27
年
２
月
27
日

②
土
壌
汚
染
状
況
調
査

　 

完
了 

平
成
27
年
２
月
27
日

④
生
活
環
境
影
響
調
査

③
測
量
・
地
質
調
査

　 

完
了 

平
成
27
年
２
月
27
日

平
成
26
年
度
事
業
報
告

平
成
27
年
度
事
業

　

防
衛
省
に
て
、

河
川･

ダ
ム
等
土

木
関
係
の
補
助
金

業
務
に
30
年
従

事
し
、
５
年
前
に

定
年
退
職
後
２
年

間
の
再
任
用
を
得

て
公
務
員
生
活
を

終
了
し
ま
し
た
。
南
部
広
域
行
政
組

合
か
ら
最
終
処
分
場
建
設
に
伴
い
土

木
技
術
者
が
必
要
で
あ
る
と
の
話
し

が
あ
り
、
３
年
も
土
木
業
務
か
ら
離

れ
て
い
る
た
め
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、

承
諾
し
ま
し
た
。
起
伏
が
激
し
い
現

地
に
戸
惑
い
も
あ
り
ま
す
が
、
や
り

が
い
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
関
係
者

の
皆
様
の
意
見
等
も
聞
き
な
が
ら
事

業
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

長
年
懸
案
事
項

と
な
っ
て
い
た
最

終
処
分
場
が
平
成

27
年
度
か
ら
建
設

す
る
運
び
に
な
り

ま
し
た
。
人
類
が

社
会
生
活
を
営
む

為
に
は
ご
み
処
理

の
建
設
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
大
き

な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
建
設
場
所
の

決
定
に
は
地
域
住
民
の
ご
理
解
の
お

蔭
で
あ
り
、
地
域
振
興
等
を
含
め
て

皆
様
方
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

土
木
技
術
業
務

　
嘱
託
員

建
築
技
術
業
務

　
嘱
託
員

識
名  

和
夫

仲
宗
根
正
昭


